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目 的　 昨 年 度 の 本 研 究 第 ５ 報 に 続 き、 江 戸 時 代 中。 後 期 の 家 相 の 文 献 を 通 し て 当 時 の 住

ま い を め ぐ る 環 境 や 住 ま い の あ り 方 を 探 る。　方 位 に よ る 禁 忌 の 思 想 と い う 観 点 に 立 つ こ と

に よ り、 迷 信 や 占 い の 一 種 とし て 退 け ら れ て い た「 家 相 」 の 江 戸 時 代 に お け る 実 態 を 明 ら

か に し、 再 認 識 の 手 が か り と す る。

方 法　 東 京 家 政 学 院 大 学 図 書 館 大 江 文 庫 所 蔵 の 家 相 文 献 の う ち、 享 和 元 年（1801 ） 刊 行、

松 浦 東 鶏 著、 松 浦 國 祐 校 訂 の 『 家 相 図 説 大 全 』 上 巻「 宅 地 曲 直 吉 凶 之 図 解 」 の 部 を 取 り 上

げ る。 こ こ に は 敷 地 の 形 態 と 敷 地 内 の 建 物 の 配 置 に つ い て、 各 方 位 ご と に 矩 形 の 敷 地 を 基

本 に、 出 張 る 場 合 と 欠 込 む 場 合 の 吉 凶 判 断 の 記 述 が あ る が、 そ の 判 断 の 根 拠 と な る も の を

文 中 よ り 抽 出 し 分 析 す る こ と に よ り 方 位 と 禁 忌 の 思 想 が 住 ま い 造 り に 果 た し た役 割 に つ い

て 考 察 す る。
結 論　 『 家 相 図 説 大 全 』 で は 敷 地 張 欠 の 記 述 を 見 る と、 万 物 に 陰 腸 の 二 元 的 原 理 を 立 て、

ま た 五 行 と 称 す る 五 つ の 元 素 的 概 念 を 組 み 合 わ せ て 全 て の 現 象 を 解 釈 す る 陰 陽 五 行 説 に由

来 す る も の、 中 で も 陰 隅 二 気 の 循 環 の 理 に よ る も の や 五 行 の 相 生 相 剋 の 理 と 方 位 の 関 連 性

を 重 視 す る も の が、 吉 凶 判 断 の 根 拠 とし て 多 く 挙 げ ら れ て い る こ とが 判 っ た。 方 位 に 関 し

て は、 乾 坤 巽 艮 の 四 隅 を 特 徴 づ け、 と り わ け 艮 一坤（ 鬼 門 一 裏 鬼 門 ） 軸 を 相 生 相 剋 の 変 節

す る 境 界 と み な し て い る。 陰 陽 五 行 説 を 援 用し て 時 間 軸 を 導 入 す る こ と に よ り、 空 間・ 時

間 を 踏 ま え た 上 で「 忌 む べ き方 角 」 と い う 意 識 を 持 ち、 そ の 場 所 に 住 ま う た め に 必 要 な 示

唆 を 与 え る 思 想 とし て 家 相 を 意 味 づ け て い るこ と が 明 ら か に な っ た。
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より，折 衷主霧時代と呼ば`れn 。そして隻内も これに追 従することが期 隋され, 建物の様

式や教 主の好みに応ic’て，歴 火的に確 かな様式を借 用して装飾され但 。この時代には，イ

ンラりノア ■ ヂコレ ーターという鳶家 の人毛現われてく る 。それ（スー般的|こ，厚火妁物 ぺか

ら趣 味の<xい借用を行なう霊内襖酔家でめった 。一方，この時代 漬rらしい芸術 への創ま

も生まれてくる。シカゴのサ リバンのもとでぎんだ 戸ヽLヽ ラ イトは，彼の建築や嘸内デグ
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素る。そして/   第一次世界大戦 と第二次世界大戟 の間心 礼 アー1レヽデコの鏡節も出現し

た。政た，この同時代に ヨーロy/ り 吟 インターアショr ＼レ スヽタ衣ﾚ といｳ 新 らしい
思M の様 式 が`も穴らされ，アメリカの余具･エ業 の上に数 々の影響 を与えたのでヽ勿 バlこ。
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